
くらしの情報コーナー

年
金
振
込
通
知
書
の
発
行
は 

年
１
回
で
す

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
の
年
金
は
、
支
払
月
（
偶
数

月
）
の
15
日
（
土
曜
日
曜
祝
日
の

場
合
は
前
営
業
日
）
に
ご
指
定
の

金
融
機
関
等
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

振
込
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
年

金
振
込
通
知
書
」
が
発
行
さ
れ
、

そ
の
年
の
６
月
か
ら
翌
年
４
月
支

払
い
分
ま
で
の
支
払
日
と
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
通
知

書
は
年
一
回
、
毎
年
６
月
だ
け
の

お
知
ら
せ
と
な
っ
て
お
り
、
年
金

が
振
り
込
ま
れ
る
た
び
に
届
く
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
支
払
額
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
や
、
受
取
り
先
金
融

機
関
等
の
変
更
を
さ
れ
た
場
合
は

そ
の
都
度
通
知
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
込
で
は
な
く
、

郵
便
局
の
窓
口
で
通
知
書
と
引
き

換
え
に
現
金
で
受
け
取
り
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
支
払
い
の
都
度

「
年
金
支
払
通
知
書
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

と
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３
、
Ｆ
⒇
１
６
０
０

５
月
27
日
㊎
付
け
で
都
市
計
画

を
決
定
し
ま
し
た

「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方
針
（
千
葉
県
決

定
）
①
」、「
し
尿
処
理
場
お
よ
び

ご
み
処
理
場
の
決
定
（
長
生
村
決

定
）
②
」、「
東
郷
地
区
の
用
途
地

域
の
変
更
、
地
区
計
画
の
変
更
お

よ
び
決
定
（
茂
原
市
決
定
）
③
」

に
つ
い
て
、
５
月
27
日
㊎
付
け
で

都
市
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
関
係
図
書
は
市
都
市
計

画
課
（
①
、
②
、
③
）、
県
都
市

計
画
課
（
①
）、
長
生
村
企
画
財

政
課
（
②
）
で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

と
都
市
計
画
課
（
①
、
②
、
③
）

☎
⒇
１
５
４
６
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

県
都
市
計
画
課
（
①
）

☎
０
４
３
（
２
２
３
）
３
３
７
６

長
生
村
企
画
財
政
課
（
②
）

☎
32
４
７
４
３
、
Ｆ
32
１
１
９
４

自
治
会
等
で
の
側
溝
清
掃

市
で
は
、
自
治
会
等
の
側
溝
清

掃
で
集
積
し
た
土
砂
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
す
る
際

は
、
土
砂
と
ゴ
ミ
（
草
・
枝
・
空

き
ビ
ン
・
空
き
缶
な
ど
）
は
分
別

回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、
分
別
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
側
溝
蓋
脱
着
機
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
土
砂
の
回

収
と
あ
わ
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

と
土
木
管
理
課
（
７
階
）

☎
⒇
１
５
３
７
、
Ｆ
⒇
１
６
０
５

木
材
チ
ッ
プ
を
無
償
提
供

市
で
は
、
公
園
や
緑
地
で
伐

採
・
せ
ん
定
し
た
樹
木
を
リ
サ
イ

ク
ル
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

チ
ッ
プ
化
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
有
効
活
用
さ
れ
る
方

に
、
チ
ッ
プ
材
を
無
償
提
供
し
ま

す
。
な
お
、
業
者
の
方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
㊌
〜
７
月
１
日
㊎
９

時
〜
17
時
／
場
所
＝
二
宮
福
祉
セ

ン
タ
ー
西
側
広
場

※
山
積
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
積
み

込
む
方
は
、
ご
自
身
で
お
願
い

し
ま
す
。
積
み
込
み
の
道
具
に

つ
い
て
も
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
降
雨
後
は
ぬ
か
る
み
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）。

と
都
市
整
備
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
４
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第

30
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
地
の
農

業
上
の
利
用
の
増
進
を
図
る
た

め
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
農

地
利
用
状
況
調
査
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
農
地
所
有
者
の
方

は
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

１
調
査
対
象　
　

市
内
の
全
て
の
農
地

２
調
査
期
間　
　

平
成
28
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で

３
調
査
方
法　
　

担
当
地
区
の
農
業
委
員
や
農
業

委
員
会
事
務
局
職
員
が
、
実
際
に

農
地
の
現
況
を
調
査
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
利
用

状
況
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
農

地
の
農
業
上
の
利
用
の
増
進
を
図

る
た
め
の
相
談
支
援
や
指
導
等
を

行
い
ま
す
。

と
農
業
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
３
０
、
Ｆ
⒇
１
６
０
４

「
平
成
28
年
度
第
２
回
木
造
住

宅
耐
震
相
談
会
」
を
開
催

市
で
は
新
耐
震
基
準
（
昭
和
56

年
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住

宅
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
た
め
、

木
造
２
階
以
下
の
一
戸
建
て
の
住

宅
の
所
有
者
・
居
住
者
を
対
象

に
、
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
26
日
㊐
／
個
別
簡

易
耐
震
相
談
＝
13
時
〜
17
時
（
時

間
は
１
組
50
分
程
度
）／
場
所
＝

市
役
所
８
階
８
０
１
会
議
室
／
申

込
方
法
＝
事
前
電
話
予
約
制
（
先

着
４
組
・
相
談
無
料
）／
申
込
期

間
＝
６
月
１
日
㊌
〜
17
日
㊎
（
土

日
を
除
く
９
時
〜
17
時
）

と
建
築
課
（
８
階
）

☎
⒇
１
５
８
８
、
Ｆ
⒇
１
６
０
６

不
法
電
波
は
い
け
ま
せ
ん
！

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら

10
日
ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保

護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
し

て
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活
動

お
よ
び
不
法
無
線
局
の
取
締
り
を

強
化
し
ま
す
。

電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。
電
波
の
ル
ー

ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

と
関
東
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害　

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
３
９

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害　

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
５

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受

信
相
談

☎
０
３
（
６
２
３
８
）
１
９
４
４

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

おお
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知知知
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

おお
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